
 

 

 

 

 

 

 

６月１２日（土）9:00～11:00、PTA による「救急法講習会」と「奉仕作業」が行われました。

まず、救命法講習は、紀勢地区広域消防組合奥伊勢消防署の皆さんの指導のもと、にじの広

場と体育館の２班に分かれて行いました。PTA 会長の出口さんが消防署員であるため、準備

から実際の講習まで段取り良く進めていただきました。写真にあるような、反応はないが呼吸

している疾病者に対する「回復体位」、「３０回の胸骨圧迫」と「2 回の人工呼吸」の繰り返し、そ

して「AED の使用」、これらは水泳時だけでなく、どんな場面で必要になるかもわからない大事

な技術です。毎年 1 回は訓練を受けたいものです。 

続いて、約 1 時間の奉仕作業。運動場の溝さらい、プール掃除とテント張り、体育館と校舎

内の掃除をお願いしました。職員や児童ではなかなか手を付けることが難しい作業でしたが、

臨機応変に手際よく綺麗にしていただきました。PTA の皆さんの力の大きさを実感する一日

でした。ほんとうにありがとうございました。 

今年は「PTA 夏休みの自由水泳」を 7/26～8/6 の 10 日間行う予定です。PTA 会員のみ

なさんには監視等でお世話になります。よろしくお願いいたします。なお、感染症対策として、

PTAの会計より、水泳用のマスクを購入しました。このマスクは水泳の授業でも使います。濡れ

てもよい材質でできており、泳ぐときは下にずらすなどして口から離しますが、シャワー、準備

体操、プールサイドなどで口・鼻を覆います。その他の感染症対策として、今年は、家庭で水着

を着てバスに乗ること、帰りも更衣室を使わず水着の上から服を着てバスで帰りますのでお知

り置きください。詳しくは 7 月初めに配付する「夏休みの自由水泳」という冊子をご覧ください。 

 

 

６月１６日（水）の４限目に、６年生で租税教室を開催しました。講師は大紀町役場の服部税

務課長さんです。この教室は、将来納税者として社会を支える小中高の子ども達に、税の意義

や役割を発達年齢に応じて勉強してもらおうとするものです。 

最初は講師である服部さんの自己紹介から始まりました。実は服部さんは担任の服部先生

のお父さんだったのです。思いもよらない展開に、みんな「えっ！？えっ！？」、事態が呑み込め

ない様子でした。その後は、現金１億円のアタッシュケースから札束の塊を出して持たせてくれ

たり、大紀町の税収や予算を紹介してくれたり、工夫した教材を提示しながら学習を進めてく

れました。もともと反応の良い６年生と軽妙な語り口の服部さんの波長が合い、和気あいあい

と授業が進みました。将来しっかり納税して日本を支えてください。 

 

 

 

 ６月２１日から学校水泳が始まりました。例年は二学年一緒に水泳の授業を行いますが、

今年は密を避けるため、学年ごとに水泳の授業を行います。初日の 3,4 限目に、４年生が

先頭を切って授業を行いました。まだまだ水は冷たいようでしたが、良い天気に恵まれ、久

しぶりの水泳にみんな笑顔の４年生でした。これから７月にかけて全学年の授業が順次実

施されます。 
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